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その他過去問 

[H14-39-3]願書の記載又は願書に添付した図面についてした補正がこれらの

要旨を変更するものと意匠権の設定の登録があった後に認められた場合に

は、その補正がされなかった当該意匠登録出願について意匠登録がされたも

のとみなされる。 

× 

第 10 条（関連意匠） 

１ 意匠登録出願人は、自己の意匠登録出願に係る意匠又は自己の登録意匠のうちから選択した一の

意匠（以下「本意匠」という。）に類似する意匠（以下「関連意匠」という。）については、当該

関連意匠の意匠登録出願の日（第 15 条第１項において準用する特許法第 43 条第１項、第 43 条の

２第１項又は第 43 条の３第１項若しくは第２項の規定による優先権の主張を伴う意匠登録出願に

あっては、最初の出願若しくは 1900 年 12 月 14 日にブラッセルで、1911 年６月２日にワシントン

で、1925 年 11 月６日にヘーグで、1934 年６月２日にロンドンで、1958 年 10 月 31 日にリスボンで

及び 1967 年７月 14 日にストックホルムでされた工業所有権の保護に関する 1883 年３月 20 日のパ

リ条約第４条Ｃ⑷の規定により最初の出願とみなされた出願又は同条Ａ⑵の規定により最初の出願

と認められた出願の日。以下この項において同じ。）がその本意匠の意匠登録出願の日以後であっ

て、当該本意匠の意匠登録出願の日から 10 年を経過する日前である場合に限り、第９条第１項又

は第２項の規定にかかわらず、意匠登録を受けることができる。ただし、当該関連意匠の意匠権の

設定の登録の際に、その本意匠の意匠権が第 44 条第４項の規定により消滅しているとき、無効に

すべき旨の審決が確定しているとき、又は放棄されているときは、この限りでない。 

２ 第３条第１項第１号又は第２号に該当するに至った自己の意匠のうち前項の規定により意匠登

録を受けようとする意匠の本意匠と同一又は類似のものは、当該意匠登録を受けようとする意匠

についての同条第１項及び第２項の規定の適用については、同条第１項第１号又は第２号に該当

するに至らなかったものとみなす。 

３ 第１項の規定により意匠登録を受けようとする意匠についての第３条の２ただし書の規定の適

用については、同条ただし書中「同条第４項の規定により同条第３項第４号に掲げる事項が掲載

されたものを除く。）」とあるのは、「当該先の意匠登録出願について第 14 条第１項の規定によ

り秘密にすることを請求したときは、第 20 条第４項の規定により同条第３項第４号に掲げる事項

が掲載されたものに限る。）」とする。 

４ 第１項の規定により意匠登録を受ける関連意匠にのみ類似する意匠については、当該関連意匠

を本意匠とみなして、同項の規定により意匠登録を受けることができるものとする。当該意匠登

録を受けることができるものとされた関連意匠にのみ類似する意匠及び当該関連意匠に連鎖する

段階的な関連意匠にのみ類似する意匠についても、同様とする。 

５ 前項の場合における第１項の規定の適用については、同項中「当該本意匠」とあるのは、「当

該関連意匠に係る最初に選択した一の意匠」とする。 

６ 本意匠の意匠権について専用実施権が設定されているときは、その本意匠に係る関連意匠につ

いては、第１項及び第４項の規定にかかわらず、意匠登録を受けることができない。 

７ 関連意匠の意匠登録出願があった場合において、当該意匠登録出願が基礎意匠（当該関連意匠

に係る最初に選択した一の意匠をいう。以下同じ。）に係る関連意匠（当該基礎意匠の関連意匠

及び当該関連意匠に連鎖する段階的な関連意匠をいう。以下同じ。）にそれぞれ該当する二以上

の意匠の意匠登録出願であったときは、これらの意匠については、第９条第１項又は第２項の規

定は、適用しない。 

８ 前項に規定する場合において、第３条第１項第１号又は第２号に該当するに至った自己の意匠の

うち当該基礎意匠に係る関連意匠（当該関連意匠の意匠登録出願が放棄され、取り下げられ、若し

くは却下されたとき、若しくは当該関連意匠の意匠登録出願について拒絶をすべき旨の査定若しく

は審決が確定したとき、又は当該関連意匠の意匠権が第 44 条第４項の規定により消滅したとき、無

効にすべき旨の審決が確定したとき、若しくは放棄されたときを除く。）と同一又は類似のもの

は、第１項の規定により意匠登録を受けようとする意匠についての第３条第１項及び第２項の規定

の適用については、同条第１項第１号又は第２号に該当するに至らなかったものとみなす。 
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▼これポン意 10 条▲ 

これポン１ 関連意匠は９条の例外規定→関連意匠間でも９条の適用なし 

これポン２ 関連意匠の設定登録時まで本意匠が存在している必要あり 

これポン３ 通常実施権が許諾されていても関連意匠登録可能 

これポン４ 関連意匠は３条の適用について拒絶にならない場合がある 

これポン５ 物品の欄は同一である必要なし→類似する物品でも可 

これポン６ 関連意匠は基礎意匠の出願から 10 年まで出願可能 

これポン７ 組物意匠間でも関連意匠登録出願可能 

これポン８ 本意匠以外の意匠（例えば基礎意匠）と関連意匠とは非類似であってもＯＫ 

これポン９ 出願人同一の場合は３条の２の適用はない 

これポン 10 同日出願の場合は何れの意匠を本意匠としてもよい 

これポン 11 後願の意匠登録出願は本意匠にはできない 

これポン 12 変更出願・分割出願は出願日を遡求させて考える。優先権も 10 条については優先

日に出願日が遡求する 

これポン 13 本意匠は関連意匠に必ず類似する。非類似意匠は本意匠にすることはできない 

これポン１ 関連意匠は９条の例外規定→関連意匠間でも９条の適用なし 

[H27-58-ニ]甲が意匠イについて意匠登録出願を行った後、互いに類似する意

匠ロ、ハについてイを本意匠とする関連意匠登録出願を行った。互いに類似

するロ、ハ相互について意匠法第９条第１項及び第２項の規定が適用される

ことはない。【★★】 

○：関連意匠どうし

は９条の適用なし 

[H23-06-ニ]本意匠の意匠登録出願の出願後、その本意匠の意匠公報の発行の

日前に、同一の者が同日に複数出願した関連意匠の意匠登録出願は、当該関

連意匠に係る意匠が相互に類似している場合、意匠法第９条第２項の協議の

対象となる。 

×：関連意匠間に

は適用しない 

これポン２ 関連意匠の設定登録時まで本意匠が存在している必要あり 

[R04-意06-2]甲は、パリ条約の同盟国のＸ国へ令和４年１月10日に、意匠イ

について正規かつ最先の意匠登録出願Ｐをした。次に、甲は、令和４年５月

10日に、出願Ｐに基づき、パリ条約による優先権の主張を伴って、日本国へ

意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、意匠イに係る意匠権が設定の登録により

発生した。甲は、令和７年10月10日に、意匠イに類似する意匠ハについて意

匠登録出願Ｃをした。しかし、出願Ｃをした時点で意匠イの意匠権が放棄さ

れていた。この場合、出願Ｃに係る意匠ハは、意匠イを本意匠とする関連意

匠として意匠登録を受けることができない。 

○：本意匠イが放

棄されている 

[R03-意06-1]甲は、意匠イについて意匠登録出願Ａをし、意匠権の設定登録

がされた。その後、甲は意匠イに類似する意匠ロについて、出願Ａの意匠イ

を本意匠とする関連意匠として意匠登録出願Ｂをした。甲が、意匠登録出願

Ａの意匠権を、意匠登録出願Ｂの出願後であって意匠登録をすべき旨の査定

を受ける前に放棄した場合、出願Ｂに係る意匠ロは、意匠イを本意匠とする

関連意匠として意匠登録される場合はない。 

○：本意匠の意匠権

が放棄されている 
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[R02-意06-4]甲の意匠イについての意匠登録出願ａに係る本意匠（基礎意匠

でもある）の意匠権Ａ、意匠イに類似する意匠ロについての意匠登録出願ｂ

に係る関連意匠の意匠権Ｂがある場合において、意匠イに係る意匠登録出願

ａから５年を経過した時に、甲が意匠ロに類似する意匠ハについて意匠登録

出願ｃをした。意匠権Ｂが発生した後に、意匠権Ａが登録料を追納できる期

間内に納付しなかったことにより消滅した。意匠権Ｂは有効に存続している

場合、意匠ハに係る意匠登録出願ｃは、意匠権Ｂに係る意匠ロを本意匠とし

て意匠登録を受けることができる。 

○：本意匠の権利

が存続しているこ

とは重要だが、基

礎意匠は存続して

いなくてもよい 

これポン３ 通常実施権が許諾されていても関連意匠登録可能 

[R02-意06-3]甲の意匠イについての意匠登録出願ａに係る本意匠（基礎意匠

でもある）の意匠権Ａ、意匠イに類似する意匠ロについての意匠登録出願ｂ

に係る関連意匠の意匠権Ｂがある場合において、意匠イに係る意匠登録出願

ａから５年を経過した時に、甲が意匠ロに類似する意匠ハについて意匠登録

出願ｃをした。甲が意匠権Ａ及び意匠権Ｂについて乙に通常実施権を許諾し

た場合であっても、意匠ハに係る意匠登録出願ｃは、意匠権Ｂに係る意匠ロ

を本意匠とする関連意匠として意匠登録を受けることができる。 

○：通常実施権が

許諾されていても

制限はなし 

[H28-意06-5]甲は平成27年５月12日に意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、平成

28年１月４日に設定登録を受けた。甲は、平成27年12月22日に意匠イに類似す

る意匠ロについて、意匠イを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂをした。

意匠イに係る意匠権について通常実施権が許諾されているとき、甲は意匠ロに

ついて意匠登録を受けることができない。 

×：制限があるのは

専用実施権のとき 

[H22-42-ハ]本意匠の意匠権について通常実施権を許諾したときは、当該本意

匠に係る関連意匠について意匠登録を受けることができない。 

×：制限がかかる

のは専用実施権が

あるとき 

これポン４ 関連意匠は３条の適用について拒絶にならない場合がある 

[R03-意06-3]甲は、意匠イについて意匠登録出願Ａをし、意匠権の設定登録

がされた。その後、甲は意匠イに類似する意匠ロについて、出願Ａの意匠イ

を本意匠とする関連意匠として意匠登録出願Ｂをした。意匠登録出願Ａの出

願後であって、意匠登録出願Ｂの出願前に、甲が意匠ハに係る物品を製造・

販売し、意匠ハは公知となった。意匠ハが意匠ロと類似する場合、出願Ｂは

新規性の喪失の例外の規定の適用を受けなくても、意匠ロは意匠登録される

場合がある。 

○：本意匠イとハ

とが類似すれば新

喪例を使わずとも

登録を受けられる 

[H29追-意03-2]甲は、自ら創作した意匠イを平成28年４月15日に見本市に出

品し、同年８月20日に意匠イについて見本市での公開についての証明書を添

付して意匠法第４条第２項の規定の適用を受ける意匠登録出願Ａをした。ま

た、甲は、出願Ａの出願後、意匠公報発行前に、意匠イと類似する自ら創作

した意匠ロについて意匠登録出願Ｂをした。このとき、甲は、出願Ｂにおけ

る意匠イについて意匠法第４条第２項の規定の適用を受けるための手続をし

ていなくとも、意匠ロについて意匠登録を受けることができる場合がある。 

○：関連意匠とし

て出願することで

意匠ロについては

３条の適用なし 
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[H29-意06-4]甲は意匠イを創作し、意匠イについて日本国を指定締約国に含

む国際出願をし、当該国際出願は国際登録後、国際公表された。その後、甲

は意匠イに類似する意匠ロを創作し、意匠ロについて、当該国際出願に基づ

く国際意匠登録出願Ａの意匠イが日本国の意匠公報に掲載される前に、国際

意匠登録出願Ａを本意匠とする関連意匠として意匠登録出願Ｂをした。この

場合、出願Ｂは、意匠イ以外に類似する意匠が存在しなければ、類似関係を

理由として拒絶される場合はない。【★★】 

○：登録を受けら

れる。関連意匠と

して出願すると国

際公表で新規性喪

失せず。 

[H27-58-ロ]甲は自ら創作した意匠イについて意匠登録出願Ａを行った日後、

甲の意思でカタログに掲載してイを公知にした。その後、甲がイに類似する

意匠ロを創作し、当該意匠ロについてイを本意匠とする関連意匠登録出願Ｂ

を行った。この場合、上記関連意匠登録出願Ｂは、新規性喪失の例外の規定

の適用を受けなくても、意匠登録を受けることができる。 

○：意10条２項。

関連意匠のためイ

の新規性は審査の

対象とはならない 

[H26-07-ハ]甲が、パリ条約の同盟国Ｘに意匠イについて意匠登録出願Ａを

し、意匠登録を受け、Ｘ国の公報が発行された。その後、甲がイについて、

日本国に、Ａに基づくパリ条約による優先権の主張をして意匠登録出願をす

ると共に、イに類似する意匠ロについて関連意匠の意匠登録出願をした。こ

のとき、ロについて意匠登録を受けることができる場合がある。【★★】 

○：ロは関連意匠

であり３条の適用

は関係ない 

[H20-39-ロ]甲は、自ら創作した意匠イを刊行物に記載して公表し、その１月

後にイについて意匠法第４条第２項の規定の適用を受けるための適法な手続

をして意匠登録出願Ａをし、Ａと同日にイと類似する自ら創作した意匠ロに

ついて意匠登録出願Ｂをした。このとき、甲は、イについて同項の規定の適

用を受けるための手続をしていなくても、ロについて意匠登録を受けること

ができる場合がある。【★】 

○：ロをイの関連

意匠として出願し

ていれば新喪例の

適用は不要 

これポン５ 物品の欄は同一である必要なし→類似する物品でも可 

[H26-15-イ]関連意匠として意匠登録を受けようとする場合、願書の「意匠に

係る物品」の欄には、その本意匠の意匠に係る物品の区分と同一の物品の区

分を記載しなければならない。 

×：意匠が類似し

ている必要はある

が、物品が同一で

なくても良い 

[H24-58-ハ]関連意匠として意匠登録を受けようとする場合、願書の「意匠に

係る物品」の欄には、本意匠の意匠に係る物品と同一の物品を記載しなければ

ならない。 

×：類似するもの

でも可能 

[H17-24-4改]本意匠の意匠登録出願と関連意匠の意匠登録出願において、願書

の「意匠に係る物品」の欄に異なる物品を記載することができる場合はない。 

×：類似していれ

ば良い 
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これポン６ 関連意匠は基礎意匠の出願から10年まで出願可能 

[R04-意06-1]甲は、パリ条約の同盟国のＸ国へ令和４年１月10日に、意匠イ

について正規かつ最先の意匠登録出願Ｐをした。次に、甲は、令和４年５月

10日に、出願Ｐに基づき、パリ条約による優先権の主張を伴って、日本国へ

意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、意匠イに係る意匠権が設定の登録により

発生した。甲は、令和14年４月10日に、意匠イに類似する意匠ロについて意

匠登録出願Ｂをした。この場合、出願Ｂに係る意匠ロは、意匠イを本意匠と

する関連意匠として意匠登録を受けることができる。【★★】 

×：優先日を伴う

場合10条では優先

日が出願日となる 

[H22-42-ロ]パリ条約による優先権の主張を伴う出願に係る意匠を本意匠とす

る関連意匠について意匠登録を受けるためには、その関連意匠に係る出願

が、パリ条約による優先権の主張の基礎となった出願の日以後であって、本

意匠の出願が掲載された意匠公報（秘密とされていた登録意匠が秘密でなく

なった場合に掲載されるものを除く。）の発行の日前になされている必要があ

る。 

×：基礎意匠（本

意匠）の出願日か

ら10年以内であれ

ばＯＫ 

[H20-24-イ]甲は、自ら創作した意匠イについて、秘密にすることを請求した

意匠登録出願Ａをし、意匠登録を受けた後に、イに類似する自ら創作した意

匠ロについて、イを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂをした。このと

き、ＢがＡの秘密請求期間経過後の意匠公報の発行の日前になされたときで

も、甲は、意匠登録出願Ａとの関係でロについて意匠登録を受けることがで

きない場合がある。【★】 

×：Ａの出願から

10年以内であれば、

Ａとの関係では拒

絶にはならない 

これポン７ 組物意匠間でも関連意匠登録出願可能 

[H27-12-ホ]組物の意匠イについて意匠登録出願をした場合、イに類似する組

物の意匠ロについて、イを本意匠とする関連意匠として意匠登録出願をし、

他の登録要件を満たすことを条件に意匠登録を受けることができる。 

○：組物でもＯＫ 

[H17-05-1]複数の組物の意匠について、その一の組物の意匠を本意匠とし、

他の組物の意匠を関連意匠として、意匠登録出願することができる場合はな

い。 

× 

これポン８ 本意匠以外の意匠（例えば基礎意匠）と関連意匠とは非類似であってもＯＫ 

[R04-意06-4]甲は、パリ条約の同盟国のＸ国へ令和４年１月10日に、意匠イ

について正規かつ最先の意匠登録出願Ｐをした。次に、甲は、令和４年５月

10日に、出願Ｐに基づき、パリ条約による優先権の主張を伴って、日本国へ

意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、意匠イに係る意匠権が設定の登録により

発生した。甲は、意匠イと類似する意匠へについて意匠登録出願Ｅをし、出

願Ｅに係る意匠へは意匠イを本意匠とする関連意匠として意匠登録を受けて

いる。その後、甲は、令和10年５月10日に、意匠トについて意匠登録出願Ｆ

をした。なお、意匠トは意匠へと類似するが、意匠イとは非類似である。こ

の場合、出願Ｆに係る意匠トは、意匠ヘを本意匠とする関連意匠として意匠

登録を受けることができる。 

○：イと非類似で

あってもＯＫ（本

意匠であるヘと類

似している） 



意－70 ● 短答対策 これ問！ Ver 22.3 ～意匠法～ 

ＬＥＣ東京リーガルマインド 弁理士 無断複製・頒布を禁じます 

[R02-意06-1]甲の意匠イについての意匠登録出願ａに係る本意匠（基礎意匠

でもある）の意匠権Ａ、意匠イに類似する意匠ロについての意匠登録出願ｂ

に係る関連意匠の意匠権Ｂがある場合において、意匠イに係る意匠登録出願

ａから５年を経過した時に、甲が意匠ロに類似する意匠ハについて意匠登録

出願ｃをした場合、意匠ハが意匠イとは非類似の場合であっても、意匠ハに

係る意匠登録出願ｃは、意匠ロを本意匠とした関連意匠として意匠登録を受

けることができる。 

 なお、意匠ロに係る意匠権Ｂは存続しているものとする。 

○：基礎意匠とは

非類似であっても

よい。本意匠とは

類似であって、時

期的要件等を満た

せばＯＫ 

これポン９ 出願人同一の場合は３条の２の適用はない 

[R03-意06-4]甲は、意匠イについて意匠登録出願Ａをし、意匠権の設定登録

がされた。その後、甲は意匠イに類似する意匠ロについて、出願Ａの意匠イ

を本意匠とする関連意匠として意匠登録出願Ｂをした。意匠登録出願Ａの出

願後であって、意匠登録出願Ｂの出願前に、甲の意匠ハに係る意匠登録出願

Ｃがあった。意匠ハの一部と意匠ロが類似し、意匠ハと意匠イは非類似で、

意匠ハと意匠ロも非類似である。出願Ｃは、秘密意匠についてのものであ

り、意匠権の設定登録がされ、出願Ｃについての意匠法第20条第３項に規定

される公報（ただし、第４号に掲げる事項の掲載を除く。）が発行された。そ

の後、出願Ｂが出願され、さらに後日、出願Ｃについて、同法第20条第３項

第４号に掲げる事項が掲載される公報が発行された。この場合、出願Ｂは、

出願Ｃを理由として同法第３条の２の規定で拒絶されることはない。なお、

出願Ｂに他の拒絶理由はない。 

○：10条３項。出願

人同一のため３条の

２の適用はない 

[R02-意06-2]甲の意匠イについての意匠登録出願ａに係る本意匠（基礎意匠

でもある）の意匠権Ａ、意匠イに類似する意匠ロについての意匠登録出願ｂ

に係る関連意匠の意匠権Ｂがある場合において、意匠イに係る意匠登録出願

ａから５年を経過した時に、甲が意匠ロに類似する意匠ハについて意匠登録

出願ｃをした。 

 また、甲の意匠登録出願ｄに係る意匠ニが、秘密意匠として登録され、甲

の意匠登録出願ｃの出願日の前に、意匠権の設定登録があったときに発行さ

れる意匠公報が発行された。意匠登録出願ｃは、意匠登録出願ｂに係る意匠

ロを本意匠とする関連意匠の出願である。意匠登録出願ｃの後に、秘密意匠

ニについて秘密にすることを請求した期間の経過後に発行される意匠公報が

発行された。意匠ハが、意匠ニとは類似しないが意匠ニの一部と類似してい

る場合、意匠ハに係る意匠登録出願ｃは、意匠ニに係る意匠登録出願ｄが意

匠法第３条の２の他の意匠登録出願であることを理由として拒絶されること

はない。【★★★】 

○：本問の出願人

は全て甲。３条の

２は関連意匠では

適用なし 

これポン10 同日出願の場合は何れの意匠を本意匠としてもよい 

[H28-意06-2]甲が平成27年１月８日に行った意匠登録出願Ａには、相互に類似

する意匠イ及び意匠ロが含まれていた。甲は平成27年３月４日に出願分割手続

により、意匠ロに係る意匠登録出願Ｂを行い、同時に意匠登録出願Ａから意匠

ロを削除する手続補正を行った。この場合、意匠ロを本意匠、意匠イを関連意

匠として意匠登録を受けることはできない。 

×：同日出願とな

り可能 
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[H28-意06-3]甲は、意匠イ、意匠ロ及び意匠ロを本意匠とする関連意匠ハに

ついて、それぞれ同日に意匠登録出願をした。意匠イと意匠ハは相互に類似

し、意匠ロと意匠ハは相互に類似するが、意匠イと意匠ロは類似しない。こ

の場合において、意匠イは、関連意匠ハにのみ類似する意匠であっても、意

匠登録を受けることができる場合がある。 

○：ハを本意匠と

する。同日出願で

あればどれを本意

匠にしてもよい。 

これポン11 後願の意匠登録出願は本意匠にはできない 

[R04-意07-3]甲が意匠イについて意匠登録出願Ａをし、その後に乙が意匠イ

とは非類似の意匠ロについて、意匠登録出願Ｂをした。甲は出願Ｂの後に意

匠イ及び意匠ロの両方に類似する意匠ハについて意匠登録出願Ｃをした。出

願Ａ、Ｂが共に登録される場合、出願Ｃに係る意匠ハは、出願Ａに係る意匠

イを本意匠とした関連意匠として登録される。【★】 

×：この場合Ｃを

本意匠とする必要

あるがＣはＢの後

願であり本意匠に

できず 

[H28-意06-1]甲は平成27年６月１日に、意匠イについて日本国を指定締約国

とする国際出願を行った。この国際出願は、出願と同日に国際登録され、平

成27年12月１日に国際公表され、国際意匠登録出願Ａとして特許庁に係属し

た。甲が平成27年10月１日に意匠イに類似する意匠ロについて意匠登録出願

Ｂをしていた場合、意匠ロを本意匠、意匠イを関連意匠として意匠登録を受

けることができる場合がある。【★★★】 

×：Ａの出願日は

国際登録日となる

H27/6/1。Ｂの出願

日はH27/10/1。ロ

のＢは後願となり

本意匠にはできな

い  

[H27-58-ハ]甲は、企画段階で創作された意匠イについて意匠登録出願Ａを行

った日後、イに類似する意匠ロと、イには類似しないがロに類似する意匠ハ

とを創作した。これらの意匠のうち、ロが製品化されることとなった。甲は

イだけでなくロ、ハについても意匠登録を受けることを希望している。この

とき、甲は、Ａを維持しつつ、ロ、ハについて出願する際に、出願Ａに係る

イと、ハとを、ロを本意匠とする関連意匠にしてイ、ロ及びハについて意匠

登録を受けることができる場合がある。 

×：ロはイの後願

であるため本意匠

にすることはでき

ない 

これポン12 変更出願・分割出願は出願日を遡求させて考える。優先権も10条については優先日に

出願日が遡求する 

[R04-意06-5]甲は、パリ条約の同盟国のＸ国へ令和４年１月10日に、意匠イ

について正規かつ最先の意匠登録出願Ｐをした。次に、甲は、令和４年５月

10日に、出願Ｐに基づき、パリ条約による優先権の主張を伴って、日本国へ

意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、意匠イに係る意匠権が設定の登録により

発生した。甲が令和12年５月10日にした特許出願に、意匠イと類似する意匠

チが記載されていた。甲は、令和16年５月10日に、この特許出願を適法に変

更して、意匠チについての意匠登録出願Ｇとした。この場合、出願Ｇに係る

意匠チは、出願Ａに係る意匠イを本意匠とする関連意匠として登録を受ける

ことができる。【★】 

○：出願Ａは優先

日である令和４年

１月10日が出願

日。出願Ｇは、令

和12年５月10日が

出願日。 
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[H30-意07-2]甲は、平成28年４月１日に、「コーヒーメーカー」についての特

許出願Ａをした。この特許出願Ａは平成29年10月２日に出願公開された。こ

の公開公報には願書に最初に添付した明細書及び図面において意匠イ、意匠

ロが明瞭に記載されていた。意匠イと意匠ロとは類似している。 

 甲は、意匠登録もしたいと考え、平成29年３月１日に出願Ａを適法な手続

をして出願の分割をして特許出願Ｂをし、同日に特許出願Ｂを意匠登録出願

Ｃに適法な手続をして出願の変更をした。意匠登録出願Ｃには、物品「コー

ヒーメーカー」に係る意匠イと意匠ロが含まれていた。その後平成29年５月

１日に、出願Ｃにおける意匠ロを適法な手続をして出願の分割をして意匠登

録出願Ｄをした。 

 甲は、意匠イと意匠ロの双方に類似する意匠ニについて、平成29年２月１

日に意匠登録出願Ｆをした。出願Ｃに係る意匠イ、出願Ｄに係る意匠ロ、出

願Ｆに係る意匠ニの全てが登録される場合、意匠イと意匠ロは、それぞれ意

匠ニを本意匠とする関連意匠として登録される。 

×：Ｃは変更＋分

割で出願日はＡ

（H28/4/1）。Ｄは

Ｃを分割している

ため出願日はＡ

（H28/4/1）。Ｆ

（H29/2/1）の前に

両方出願されてい

る。 

[H28-意06-4]甲は平成26年１月８日に特許出願Ａをし、平成27年７月16日に

公開特許公報が発行された。特許出願Ａの明細書及び図面には、意匠イが明

瞭に記載されていた。甲は、平成27年１月５日に意匠イに類似する意匠ロに

係る意匠登録出願をした後、平成28年１月25日に特許出願Ａを出願変更して

意匠イに係る意匠登録出願をした。この場合、甲が意匠イを本意匠、意匠ロ

を関連意匠として、意匠登録を受けることはできない。 

×：イはＡの出願

変更のため出願日

はH26/1/8。ロの出

願日はH27/1/5。イ

が先願となり可能 

[H18-34-5]甲が、独自にした発明について特許出願Ａをし、その後Ａを意匠

イについての意匠登録出願Ｂに変更した。甲は、イと類似する、独自に創作

した意匠ロについて、Ａの出願日と同日に意匠登録出願Ｃをし、意匠登録を

受けていた。このとき甲は、イについて意匠登録を受けることができる場合

がある。【★★】 

○：関連意匠を利

用。変更出願によ

りＡとＣとは同日

出願 

[H18-43-ホ]甲が、意匠イについての意匠登録出願Ａと、意匠ロについてイを

本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂを行う場合において、Ａ及びＢがパ

リ条約による優先権の主張を伴うものであるときは、出願日が同日であるか

否かは第一国の出願日を基準として判断される。【★】 

○：出願日が優先

日に遡求する 

[H17-45-ホ]意匠イについてパリ条約による優先権の主張を伴う意匠登録出願

Ａをする者は、Ａの優先日の後に創作した、イに類似する意匠ロについて、

イを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願ＢをＡと同日にすれば、ロについ

て関連意匠として意匠登録を受けることができる場合がある。 

○：Ａの出願日は

優先日で先の出願

となる 

[H14-55-5]甲は、特許出願Ａをした日から８月を経過した後、意匠イに係る

意匠登録出願Ｂをし、イについて意匠登録を受けた。その後、甲がＡを意匠

ロについての意匠登録出願Ｃに変更した場合において、ロがイにのみ類似す

るときでも、甲は、ロについてイを本意匠とする関連意匠の意匠登録を受け

ることはできない。【★★】 

○：Ｃは出願日が

Ａの時点に遡及

し、Ｂの方が出願

日が後になってし

まう。 
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これポン13 本意匠は関連意匠に必ず類似する。非類似意匠は本意匠にすることはできない 

[H27-58-イ]甲が意匠イについて意匠登録出願を行った後、イに類似する意匠

ロと、ロに類似する意匠ハについて、イを本意匠とする関連意匠登録出願を行

った。ハはイを本意匠とする関連意匠として登録が認められない場合がある。 

○：ハとイとが類

似しない場合。関

連意匠は本意匠に

類似する必要あ

り。 

[H23-06-ハ]本意匠の意匠登録出願の出願後、その本意匠の意匠公報の発行の

日前に、同一の者が出願した本意匠に類似する意匠は、関連意匠として意匠登

録を受けることができる。 

○ 

[H20-24-ホ]甲は、意匠イについて意匠登録出願Ａをし、Ａの出願の日後に、

イに類似する意匠ロについてイを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂを

し、イとロについて意匠登録を受けた。このとき、甲が、Ｂの出願の日後

に、イとロに類似する意匠ハについてイを本意匠とする関連意匠の意匠登録

出願Ｃをしたとき、甲は、ハについて意匠登録を受けることができる場合が

ある。 

○：関連意匠とし

て出願する。本意

匠に類似していれ

ばよい。 

[H19-25-1]甲が、自ら創作した類似しない意匠イとロについて、同日に意匠

登録出願をして意匠登録を受けた場合において、その出願の日後、意匠イと

ロのいずれにも類似する意匠ハについて、意匠イを本意匠とする関連意匠の

意匠登録出願をしたとき、意匠ハについて意匠登録を受けることができる場

合がある。 

×：イロは非類似

のため通常出願。

ロに類似するが、

ロを本意匠にはで

きない（本来はハ

を先に出願し本意

匠とする） 

[H19-25-3改]甲が、自ら創作した意匠イについて意匠登録出願Ａをし、Ａの

出願の日後に、意匠イに類似する自ら創作した意匠ロについて意匠登録出願

Ｂをし、意匠イとロについて意匠登録を受けた場合において、Ｂの出願の日

後に、意匠ロにのみ類似する意匠ハについて意匠登録出願Ｃをしたとき、意

匠ハについて意匠登録を受けることができる場合がある。【★★★】 

○：改正法で改

題。関連意匠は本

意匠に類似してい

ればよい（ロを本

意匠とする。この

場合イが基礎意

匠） 

[H16-20-イ]甲が意匠イについての意匠登録出願Ａと同日に、意匠ロ及びハに

ついて、イを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂ及びＣをした場合にお

いて、ハがロにのみ類似するときは、甲はハについてイを本意匠として意匠

登録を受けることができない。 

○：イとハとが類

似していなければ

本意匠にはできな

い（ロを本意匠に

は可能な場合あ

り） 

[H15-24-ニ]類似の意匠について異なった日に２以上の意匠登録出願があった

ときは、それらの出願が同一出願人の場合には、後願の意匠は先願に係る意匠

を本意匠とする関連意匠として意匠登録を受けることができる場合がある。 

○：問題文通り 
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その他過去問 

[R04-意06-3]甲は、パリ条約の同盟国のＸ国へ令和４年１月10日に、意匠イ

について正規かつ最先の意匠登録出願Ｐをした。次に、甲は、令和４年５月

10日に、出願Ｐに基づき、パリ条約による優先権の主張を伴って、日本国へ

意匠イに係る意匠登録出願Ａをし、意匠イに係る意匠権が設定の登録により

発生した。甲は、令和７年５月10日に、意匠イと類似する意匠ニについて意

匠登録出願Ｄをした。また、甲は令和５年５月10日に意匠ホを公知にしてい

た。なお、意匠ホは意匠二と類似するが、意匠イとは非類似である。この場

合、出願Ｄに係る意匠ニは、意匠イを本意匠とする関連意匠として意匠登録

を受けることができない。【★】 

○：ホがイと類似

する意匠であれば

登録を受けられる

が、非類似である

ため３条の適用除

外は受けられない 

[R03-意06-2]甲は、意匠イについて意匠登録出願Ａをし、意匠権の設定登録

がされた。その後、甲は意匠イに類似する意匠ロについて、出願Ａの意匠イ

を本意匠とする関連意匠として意匠登録出願Ｂをした。意匠登録出願Ａの出

願後であって、意匠登録出願Ｂの出願前に、他人乙が、意匠ハに係る意匠登

録出願Ｃをした。意匠ハは、意匠ロと類似するが、意匠イとは非類似であ

る。この場合、出願Ｂは、出願Ｃを理由に拒絶されない。なお、出願Ｃは拒

絶理由がなく意匠権の設定登録がされるものとする。 

×：出願Ｃは乙の

意匠であり、出願

人が相違する。し

たがって、10条の適

用は受けられない 

[R02-意06-5]甲の意匠イについての意匠登録出願ａに係る本意匠（基礎意匠

でもある）の意匠権Ａ、意匠イに類似する意匠ロについての意匠登録出願ｂ

に係る関連意匠の意匠権Ｂがある場合において、意匠イに係る意匠登録出願

ａから５年を経過した時に、甲が意匠ロに類似する意匠ハについて意匠登録

出願ｃをした。意匠登録出願ｂの出願後であって、意匠登録出願ｃの出願前

に、甲は意匠ハと類似する意匠ホを実施していた。このとき、意匠登録出願

ｃの本意匠である意匠登録出願ｂに係る意匠ロと意匠ホとが同一の場合に限

り、意匠登録出願ｃの審査において、意匠ホの実施は意匠法第３条第１項第

１号又は第２号に該当するに至らなかったものとみなされる。 

×：意匠ロと意匠

ホとが「同一の場

合に限り」ではな

く、「同一又は類

似」の場合である 

[H29-意07-4]本意匠とその関連意匠が登録されているとき、本意匠と他の意

匠との類否判断にあたり、関連意匠を参酌できる。【★★】 

○：参酌可能 

[H19-25-2]甲が、自ら創作した類似する意匠イとロについて、同日に意匠登

録出願をして意匠登録を受けた場合において、その出願の日後、意匠イとロ

のいずれにも類似する意匠ハについて、意匠イを本意匠とする関連意匠の意

匠登録出願をしたとき、意匠ハについて意匠登録を受けることができる場合

はない。 

×：イロが関連意

匠制度を受けている 

[H19-25-4]自己の登録意匠イに係る意匠権に専用実施権が設定された場合、そ

の後、意匠イに類似する意匠ロについて関連意匠の意匠登録を受けることがで

きる場合はない。【★★】 

×：査定時までに

専用実施権が消滅 
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[H19-57-4]甲は、自ら創作した意匠イについて意匠登録出願Ａをし、６月後

に意匠登録を受けた。Ａの出願の日から３月後に、乙が、特許出願Ｂをし、

その後Ｂを意匠登録出願Ｃに変更した場合、Ｃに係る意匠ロが意匠イに類似

するとき、乙が意匠ロについて意匠登録を受けることができる場合がある。

【★★★】 

○：イについて乙

に名義変更＋関連

意匠を利用 

[H15-02-1]同日に意匠登録出願された２つの意匠が相互に類似している場

合、他に拒絶の理由がないときは、２つの意匠登録出願は、常に意匠法第９

条第２項（先願）の協議の対象となる。 

×：関連意匠利用 

[H15-32-ニ]本意匠イと、その関連意匠ロについて意匠登録を受けた場合にお

いて、イには類似しないが、ロにのみ類似する意匠ハが実施されたときは、

当該意匠権者はハを実施する者に対して、ロの意匠権の侵害であることを理

由とする侵害訴訟を提起することができない。 

×：関連意匠であ

るロも独自の効力

を持つ 

[H14-55-1]甲が意匠イについての意匠登録出願Ａと同日に、イに類似する意

匠ロについてイを本意匠とする関連意匠の意匠登録出願Ｂをした場合、Ａに

のみ拒絶の理由があるときは、その後、Ｂを通常の意匠登録出願にしたとき

でも、甲は、Ａの審査係属中にロについて意匠登録を受けることができる場

合はない。【★★★】 

×：イを関連意匠

の意匠登録出願に

する。本意匠は先

に登録される。 

[H14-55-3]甲が同日に意匠登録出願をした自己の意匠イ、ロ、ハがあり、イ

とロは類似し、ロとハは類似していないときに、イ、ロ、ハのすべてについ

て意匠登録を受ける場合、イとハも類似しなければ、イについて関連意匠の

意匠登録を受けることができる場合がある。 

○：イとロとは関

連意匠。ハはイロ

に非類似なので別

に登録 

第 10 条の２（意匠登録出願の分割）  

１ 意匠登録出願人は、意匠登録出願が審査、審判又は再審に係属している場合に限り、２以上の

意匠を包含する意匠登録出願の一部を一又は２以上の新たな意匠登録出願とすることができる。 

２ 前項の規定による意匠登録出願の分割があったときは、新たな意匠登録出願は、もとの意匠登

録出願の時にしたものとみなす。ただし、第４条第３項並びに第 15 条第１項において準用する

特許法第 43 条第１項及び第２項（これらの規定を第 15 条第１項において準用する同法第 43 条

の２第２項（第 15 条第１項において準用する同法 43 条の３第３項において準用する場合を含

む。）及び第 43 条の３第３項において準用する場合を含む。）の規定の適用については、この

限りでない。 

３ 第１項に規定する新たな意匠登録出願をする場合には、もとの意匠登録出願について提出され

た書面又は書類であって、新たな意匠登録出願について第４条第３項又は第 15 条第１項において

準用する特許法第 43 条第１項及び第２項（これらの規定を第 15 条第１項において準用する第 43

条の２第２項（第 15 条第１項において準用する同法 43 条の３第３項において準用する場合を含

む。）及び同法第 43 条の３第３項において準用する場合を含む。）の規定により提出しなければ

ならないものは、当該新たな意匠登録出願と同時に特許庁長官に提出されたものとみなす。 

▼これポン意 10 条の２▲ 

これポン１ 適法な出願からは分割出願不可→７条違反、８条違反の場合は分割可能 

これポン２ 拒絶査定不服審判の審決取消訴訟係属中は分割不可→補正の時期＝分割の時期 

これポン３ もとの出願で提出した書類は分割出願でも有効 ただし秘密請求は別 

これポン４ 参考図からは分割不可 


